
東京オリンピック・パラリンピック競技大会における 

新型コロナウイルス感染症対策調整会議（第１回） 

日時：令和２年９月４日(金) 17：00～18：00 

場所：総理大臣官邸２階 大ホール 

議 事 次 第 

１．開 会 

２．議 事 

（１）東京大会への参加者のカテゴリーとジャーニー（行程）について 

（２）東京都の新型コロナウイルス感染症への対応について

（３）新型コロナウイルス感染症への対応状況について

（４）有識者からの意見等

（５）今後の進め方

３．閉 会 

＜配布資料＞ 

資料１ コロナ対策検討にあたっての論点（大会組織委員会） 

資料２ 東京都の新型コロナウイルス感染症への対応について（東京都） 

資料３－１ 新型コロナウイルス感染症の現状と対策 

資料３－２ 主要国・地域の防疫措置の現状 

資料３－３ 国際的な人の往来再開 

資料３－４ 国内及び海外におけるイベント開催制限の段階的緩和 

資料３－５ 国内外のスポーツ大会における対応 

資料４ 今後の進め方について 

参考資料  東京オリンピック・パラリンピック競技大会における新型コロナウイルス

感染症対策調整会議の開催について 
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出
国
・⼊

国
（
外
国
⼈
対
象
）

⼤
会
前
後

（
事
前
キャ
ンプ

等
）

移
動
・⾏

動
ル
ール

選
⼿
村
・宿

泊
競
技
会
場

・⾮
競
技
会
場

感
染
者
発
⾒
時

疫
学
調
査
等

治
療
・療

養
等

情
報
共
有
等

検
査
の
実
施
（
⼿
法
・タ
イミ
ング

・頻
度
・実

施
体
制
（
・ワ
クチ

ン）
等
）

パ
ラリ
ンピ
ック

同
上
の
論
点

・⾏
動
ル
ール

 
等

※
⼀
般
宿
泊

・観
戦
ル
ール

（
座
席
の
扱
い
を含

む
）
等

（
注
１
）

上
記
論
点
は
、検

討
の
進
捗
に伴

い
、加

除
が
⾏
わ
れ
るこ
とを

想
定
。

（
注
２
）

上
記
以
外
にも

、聖
⽕
リレ
ー、
ライ
ブサ

イト
、そ
の
他
横
串
の
論
点
が
あ
る。

コロ
ナ対

策
検
討
にあ

たっ
ての

論
点
（
暫
定
版
）

観
客

(国
内
・海

外
）

同
上
の
論
点

・ク
リー
ン状

態
の
確

保
の
在
り⽅

公
共
交
通
機
関
の
利
⽤
、

外
出
制
限
等
の
⾏
動
ル
ー

ル
等

アス
リー
ト等

と接
触

アス
リー
ト等

と⾮
接
触

・体
調
チェ
ック
、検

査
の

実
施

・宿
泊
場
所
の
クリ
ーン
確

保
 
等

・体
調
チェ
ック
、検

査
の
実
施

・動
線
管
理

同
上
の
論
点

同
上
の
論
点

・⾏
動
ル
ール

 
等

※
指
定
ホ
テル

の
ケー
ス、

⼀
般
宿
泊
の
ケー
ス

・体
調
チェ
ック
等
、動

線
管
理

等
今
後
検
討

⼤
会
関
係
者

（
VI
P、
IO
C/
IP
C等

、
メデ
ィア
、

ボ
ラン
ティ
ア、
職
員

コン
トラ
クタ

ー 
等
）

・⼊
場
時
の
体
調
チェ
ック

・動
線
管
理

・競
技
別
対
策
（
オリ

ンピ
ック
・

パ
ラリ
ンピ
ック
）

等

オリ
ンピ
ック

今
後
検
討

予
防
的
観
点

事
態
対
応

・選
⼿
の
扱
い

・チ
ーム
の
扱
い

・競
技
運
営
ル
ール

の
扱
い

・ベ
ニュ
ー、
選
⼿
村
の
扱
い

・保
健
所
等
の
機
能
の
確

保
・強

化
・感

染
等
に係

る個
⼈
情
報

の
扱
い

等

・⾏
動
履
歴
の
把

握
アプ

リの
扱
い

・濃
厚
接
触
者

等
の
扱
い

等

・検
査
、治

療
、療

養
体
制

・病
床
、医

師
、看

護
師
、保

健
師
の

確
保

・無
症
状
者
の
扱
い

等

・国
、都

、組
織

委
、地

元
⾃
治

体
、I
OC
/IP
C、

NO
C/
NP
C、
IF

等

アス
リー
ト

（
審
判
・コ
ーチ
等
）

・出
国
時
の
検
査

・⼊
国
時
の
⼿
続

・誓
約
書
、⾏

動
計
画
 
等

・事
前
キャ
ンプ

に関
する

再
検
討

・地
元
⾃
治
体
との

関
係
 
 
等

・外
出
制
限
、公

共
交
通

機
関
の
利
⽤
等
の
⾏
動

ル
ール

・事
前
キャ
ンプ

へ
の
交
通

⼿
段
 
 
等

・⼊
村
時
、そ
の
後
の
体
調

チェ
ック

・⾏
動
規
範
（
⾷
事
等
の

⽇
常
⽣
活
活
動
・外

出
等
）

・動
線
管
理

・設
備
系
対
策
（
清
掃

等
）

・選
⼿
村
外
宿
泊
の
扱
い

等

資
料
１
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東
京
都
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

１
都
内
の
感
染
状
況

（
専
⾨
家
意
⾒
）

・
新
規
陽
性
者
数
の
７
⽇
間
平
均
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
⾼
い
⽔
準
で
推
移
し
て
い
る
。

・
現
在
は
、
第
⼀
波
（
3⽉

1⽇
か
ら
5⽉

25
⽇
の
緊
急
事
態
宣
⾔
解
除
ま
で
と
設
定
）
の
よ
う
な
⼤
規
模
な
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
⽣

が
み
ら
れ
て
い
な
い
。
院
内
感
染
の
拡
⼤
防
⽌
対
策
が
功
を
奏
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
PC
R検

査
の
増
加
に
よ
る
陽
性
者
の
早
期
発
⾒
と
感
染
拡
⼤
防
⽌
、
都
⺠
の
協
⼒
、
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
等
、
様
々

な
取
組
が
進
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
対
策
や
取
組
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
注
）
集
団
感
染
発
生
や
曜
日
に
よ
る
件
数
の
ば
ら
つ
き
に
よ
り
、
日
々
の
結
果
が
変
動
す
る
た
め
、
ば
ら
つ
き
を
平

準
化

し
、
全

体
の

傾
向

を
見

る
趣

旨
か

ら
、
過
去
７
日
間
の
移
動
平
均
値
を
陽
性
者
数
と
し
て
算
出

累
計
陽
性
者
数
（
8⽉

31
⽇
時
点
）

東
京
都

20
,8
17
件

全
国

67
,0
77
件

9/
2

18
3.
1⼈

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0
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0

1/
20

1/
30

2/
9
2/
19

2/
29

3/
10

3/
20

3/
30

4/
9
4/
19

4/
29

5/
9
5/
19

5/
29

6/
8
6/
18

6/
28

7/
8
7/
18

7/
28

8/
7
8/
17

8/
27

陽
性
者
数

直
近
7⽇
間
移
動
平
均

⼈
新
規
陽
性
者
数
（
報
告
⽇
別
）

累
計
陽
性
者
数
（
9⽉

2⽇
時
点
）

東
京
都

21
,1
28
件

全
国

69
,0
01
件

資
料
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２
都
に
お
け
る
検
査
・
医
療
等
の
体
制
の
整
備
状
況

検
査
体
制
の
拡
充
、
症
状
に
応
じ
た
医
療
体
制
の
確
保
、
患
者
情
報
や
感
染
状
況
の
的
確
な
把
握
等
が
で
き
る
体
制
を
整
備

検
査

医
療

患
者
情
報

・
感
染
状
況

・
都
内
全
域
で
検
査
体
制
を
拡
充
（
令
和
２
年
８
⽉
末
現
在
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
外
来
（
10

9か
所
）

・
唾
液
に
よ
る
PC

R検
査
実
施
診
療
所
（
95

3か
所
）

・
PC

Rセ
ン
タ
ー
（
35
か
所
）

・
都
内
全
体
で
の
検
査
処
理
能
⼒
の
向
上

検
査
処
理
可
能
件
数
を
10
⽉
ま
で
に
１
万
件
／
⽇
ま
で
向
上
（
新
た
な
検
査
機
器
導
⼊
⽀
援
な
ど
）

迅
速
に
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
充
実

・
発
⽣
状
況
に
応
じ
て
病
床
を
確
保

【
レ
ベ
ル
１
】

1,
00
0床

（
う
ち
重
症
10
0床

）
【
レ
ベ
ル
２
】

3,
00
0床

（
同

30
0床

）
【
レ
ベ
ル
３
】

4,
00
0床

（
同

50
0床

）
【
8⽉

末
現
在
】
2,
60

0床
（

同
15
0床

）
・
患
者
の
重
症
度
や
特
性
に
応
じ
た
受
⼊
体
制
の
強
化

[重
症
度
]
重
篤
・
重
症
・
中
等
症
⽤
病
床

[患
者
特
性
]

認
知

症
、
小

児
、
周

産
期

、
精

神
、
透

析
等

・
重
点
的
に
患
者
を
受
け
⼊
れ
る
感
染
症
⼊
院
重
点
医
療
機
関
を
指
定

・
中
等
症
患
者
を
中
⼼
に
受
け
⼊
れ
る
感
染
症
専
⽤
医
療
機
関
を
整
備

・
軽
症
者
等
⽤
の
宿
泊
療
養
施
設
を
確
保

【
8⽉

末
現
在
】
3,
00

0室
・
院
内
等
感
染
防
⽌
対
策

医
療
機
関
に
お
け
る
感
染
症
対
策
⼈
材
の
育
成
・
確
保
、
環
境
整
備
⽀
援
等

※
医
療
⼈
材
・
空
床
・
宿
泊
療
養
施
設
確
保
等
の
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
⽀
援
事
業
を
活
⽤

こ
れ
ま
で
の
都
の
取
組
を
検
証
し
、
症
状
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
を
整
備

・
都
と
保
健
所
の
⼀
体
的
な
取
組
に
よ
る
情
報
管
理
・
患
者
⽀
援
機
能
の
強
化
＜
保
健
所
⽀
援
拠
点
の
設
置
＞

・
接
触
確
認
ア
プ
リ
の
活
⽤
等
に
よ
る
接
触
状
況
の
把
握
＜
新
型
コ
ロ
ナ
⾒
守
り
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
＞

・
効
果
的
な
感
染
症
対
策
を
⼀
体
的
に
担
う
常
設
の
「
司
令
塔
機
能
」
を
設
置

患
者
情
報
等
の
的
確
な
把
握
な
ど
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３
都
⺠
・
事
業
者
へ
の
協
⼒
の
呼
び
か
け

感
染
拡
⼤
防
⽌
に
向
け
て
、
都
⺠
・
事
業
者
に
協
⼒
を
呼
び
か
け

〇
外
出
す
る
際
、
感
染
防
⽌
策
を
万
全
に

〇
帰
宅
し
た
ら
、
す
ぐ
に
⼿
洗
い
・
消
毒
を

〇
タ
オ
ル
・
コ
ッ
プ
な
ど
⽇
⽤
品
を
別
に

都
⺠
の
皆
様
へ
の
お
願
い

「
⻑
時
間
」
の
飲
⾷
・
飲
酒

「
⼤
声
」
「
⾄
近
距
離
」
で
の
会
話

は
避
け
て

「
新
し
い
⽇
常
」
の
マ
ナ
ー

〇
チ
ェ
ッ
ク
項
⽬
に
⼊
⼒
の
上
、

必
ず
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
⽰
を

〇
掲
⽰
後
も
、
継
続
的
な
点
検
を

事
業
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い

ｃ
ｖ

家
庭
内
感
染
防
⽌
の
た
め
に

会
⾷
時
の
注
意
事
項

3
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〇
海
外
か
ら
訪
れ
る
選
⼿
や
⼤
会
関
係
者
、
観
客
等
の
⼊
国
、
滞
在
、
出
国
を
通
じ
た

出
⼊
国
管
理
等
、
⽔
際
対
策

〇
来
訪
者
に
対
す
る
相
談
、
受
診
、
検
査
、
治
療
、
療
養
体
制
や
訪
⽇
外
国
⼈
へ
の
対
応
な
ど

感
染
拡
⼤
防
御
策

〇
⼤
会
時
及
び
⼤
会
前
後
に
必
要
な
医
療
機
関
及
び
保
健
所
等
の
機
能
の
確
保
・
強
化

〇
接
触
情
報
等
を
確
実
に
把
握
す
る
⽅
策

〇
正
し
い
情
報
発
信
・
情
報
提
供

公
共
空
間
に
お
け
る
新
し
い
⽇
常
の
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
の
周
知
等

〇
上
記
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

安
全
・
安
⼼
な
⼤
会
の
開
催
に
向
け
て
、
国
、
組
織
委
員
会
、
都
な
ど
が
連
携
し
て
取
り
組
む

べ
き
対
策
例

４
東
京
20
20
⼤
会
に
向
け
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
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PC
R検

査
実
施
⼈
数
(※
3)

陽
性
者
数

⼊
院
治
療
等
を
要
す
る
者

退
院
⼜
は
療
養
解
除
と

な
った
者
の
数

死
亡
者
数

確
認
中
(※
4)

うち
重
症
者

国
内
事
例
(※
1,
※
5)

（
チ
ャー
タ
ー
便
帰
国

者
を
除
く）

1,
38

7,
33

0 
69

,4
50

8,
36

3
21

4
59

,7
20

1,
32

9
88

(+
22

,9
91

)
(+

65
6)

(-
24

1)
(-

4)
(+

89
3)

(+
11

)
(+

4)

空
港
検
疫

17
2,

34
6 

80
3

12
0

0
68

2
1

0
(+

1,
29

3)
(+

4)
(+

4)
チ
ャー
タ
ー
便

帰
国
者
事
例

82
9

15
0

0
15

0
0

合
計

1,
56

0,
50

5
70

,2
68

8,
48

3
21

4
60

,4
17

1,
33

0
88

(+
24

,2
84

)
(+

66
0)

(-
23

7)
(-

4)
(+

89
3)

(+
11

)
(+

4)

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
⽣
状
況

【
上
陸
前
事
例
】 括

弧
内

は
前

⽇
⽐

PC
R検

査
陽
性
者

※
【

】は
無
症
状
病
原
体
保
有
者
数

退
院
等
して
い
る
者

⼈
⼯
呼
吸
器
⼜
は
集
中
治
療
室

に
⼊
院
して
い
る
者

※
４

死
亡
者

ク
ル
ー
ズ
船
事
例

（
⽔
際
対
策
で
確
認
）

（
3,
71
1⼈

）
※
１

71
2 ※

２
【3

31
】

65
9 ※

３
０

※
６

13
※

５

※
１

那
覇

港
出

港
時

点
の

⼈
数

。
う

ち
⽇

本
国

籍
の

者
1,

34
1⼈

※
２

船
会

社
の

医
療

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
途

中
乗

船
し

、
PC

R陽
性

と
な

っ
た

1名
は

含
め

ず
、

チ
ャ

ー
タ

ー
便

で
帰

国
し

た
40

名
を

含
む

。
国

内
事

例
同

様
⼊

院
後

に
有

症
状

と
な

っ
た

者
は

無
症

状
病

原
体

保
有

者
数

か
ら

除
い

て
い

る
。

※
３

退
院

等
し

て
い

る
者

65
9名

の
う

ち
有

症
状

36
4名

、
無

症
状

29
5名

。
チ

ャ
ー

タ
ー

便
で

帰
国

し
た

者
を

除
く

。
※

４
37

名
が

重
症

か
ら

軽
〜

中
等

症
へ

改
善

(う
ち

37
名

は
退

院
) 

※
５

こ
の

他
に

チ
ャ

ー
タ

ー
便

で
帰

国
後

、
3⽉

1⽇
に

死
亡

し
た

と
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

政
府

が
発

表
し

た
１

名
が

い
る

。
※

６
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

関
連

疾
患

が
軽

快
後

、
他

疾
患

に
よ

り
重

症
の

者
が

１
名

い
る

。

※
令

和
２

年
9⽉

3⽇
24

時
時

点
【国
内
事
例
】

括
弧

内
は

前
⽇

⽐
【国
内
事
例
】

括
弧

内
は

前
⽇

⽐

※
1

※
2

※
3

※
4

※
5

※
6

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
除
く
国
内
事
例
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
5
月
8
日
公
表
分
か
ら
、
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
を
従
来
の
厚
生
労
働
省
が
把
握
し
た
個
票
を
積
み
上
げ
た
も
の

か
ら
、
各
自
治
体
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
る
数
等
を
積
み
上
げ
た
も
の
に
変
更
し

た
。

新
規

陽
性

者
数

は
、
各

自
治

体
が

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
個

別
の

事
例

数
（
再

陽
性

例
を
含

む
）
を
積
み
上
げ
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
日
の
総
数
か
ら
の
増
減
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

一
部
自
治
体
に
つ
い
て
は
件
数
を
計
上
し
て
い
る
た
め
、
実
際
の
人
数
よ
り
過
大
と
な
っ
て
い
る
。
件
数
ベ
ー
ス
で
ウ
ェ
ブ
掲
載
し
て
い
る
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
前

日
比
の
算

出
に
あ
た
っ
て
件
数
ベ
ー
ス
の
差
分
と
し
て
い
る
。
前
日

の
検
査
実
施
人
数
が

確
認
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
最
終
公
表
時
点
の
数
値
と
の
差
分
を
計
上
し
て
い
る
。

P
C
R
検
査
陽
性
者
数
か
ら
入
院
治
療
等
を
要
す
る
者
の
数
、
退
院
又
は
療
養
解
除
と
な
っ
た
者
の
数
、
死
亡
者
の
数
を
減
じ
て
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
算
出
し
た
も
の
。
な
お
、
療
養
解
除
後
に
再
入
院
し
た
者
を
陽
性
者
数
と
し
て
改
め
て
計
上
し
て
い
な

い
県
が
あ
る
た
め
、
合
計
は
一
致
し
な
い
。

国
内
事
例
に
は
、
空
港
検
疫
に
て
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
事
例
を
国
内
事
例
と
し
て
も
公
表
し
て
い
る
自
治
体
の
当
該
事
例
数
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

東
京
都
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
福
岡
県
及
び
沖
縄
県
の
重
症
者
数
に
つ
い
て
は
、
都
府
県
独
自
の
基
準
に
則
っ
て
発
表
さ
れ
た
数
値
を
用
い
て
計
算
し
て
お
り
、
集
中

治
療

室
（
IC
U
）
等

で
の

管
理

が
必

要
な
患

者
は

含
ま
れ

て
い
な
い
。

※
2

※
2

※
6

※
6

１
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※
１

都
道

府
県

か
ら

数
⽇

分
ま

と
め

て
国

に
報

告
さ

れ
た

場
合

に
は

、
本

来
の

報
告

⽇
別

に
過

去
に

遡
っ

て
計

上
し

て
い

る
。

な
お

、
重

複
事

例
の

有
無

等
の

数
値

の
精

査
を

⾏
っ

て
い

る
。

※
２

5⽉
10

⽇
ま

で
報

告
が

な
か

っ
た

東
京

都
の

症
例

に
つ

い
て

は
、

確
定

⽇
に

報
告

が
あ

っ
た

も
の

と
し

て
追

加
し

た
。

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
発
⽣
動
向

令
和
2年

9月
3日

24
時

時
点

22
425
3

33
737

038
6 27
0

37
7

55
057
2

70
8
67
6 57
1

33
3

51
051

1
59
6 5
75
59
0

37
2 36
537
4 45
0 44
5 4
51 37
4 22
1

18
928
4 22
7 19
926
630
2 20
4 17
7 12
0 10
6 96 8
910
8 68 5
0

405
389 7
999 8
811
1 11
013
2 12
519
424
926
8 19
5 17
220
5 20
335
241
8 37
339
0 24
732
743
961
9 58
865
5 50
1 40
561
879
296
6 76
679
883
0 58
296
8

12
3912
9215
73 15
37 13
25 93
7

12
3413
4714
7915
95 15
23 14
86 83
4 69
396
9

11
7613
56 12
34 10
17 63
090
3

10
8011
82 10
36 98
5 73
8 49
171
189
3 87
287

0

84
2 59
8 42
662
4 58
965
6

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

14
00

16
00

18
00

報
告
日
別
新
規
陽
性
者
数

２
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令
和

２
年

９
月

２
日
18

時
時

点

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
発
⽣
動
向

全 体

10 歳
未

満

10 代
20 代

30 代
40 代

50 代
60 代

70 代

80 代
以

上

1.
9

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
2

0.
5

2.
4

7.
6

17
.3

重
症

者
割

合
（
％

）

全
体

10
歳

未
満

10
代

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

80
代

以
上

1.
9

0.
0

0.
0

0.
2

0.
1

0.
8

2.
0

5.
0

7.
1

3.
3

注
：
こ
れ

ら
の

分
析

は
年

齢
階

級
や

入
退

院
の

状
況

な
ど
陽

性
者

の
個

別
の

状
況

に
つ
い
て
、
都

道
府

県
等

か
ら
当

省
が

情
報

を
得

ら
れ

た
も
の

を
集

計
し
て
お
り
、

総
数
は
現
在
当
省
HP

で
公

表
さ
れ

て
い
る
各

自
治

体
が

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公

表
し
て
い
る
数

等
を
積

み
上

げ
た
陽

性
者

数
・
死

亡
者

数
・
重

症
者

数
と
は

一
致

し
な
い
。

【
死
亡
率
】

年
齢

階
級

別
に
み

た
死

亡
者

数
の

陽
性

者
数

に
対

す
る
割

合
【
重
症
者
割
合
】

年
齢

階
級

別
に
み

た
重

症
者

数
の

入
院

治
療

等
を
要

す
る
者

に
対

す
る
割

合

死
亡

率
（
％

）

３

10



令
和

２
年

９
月

２
日
18

時
時

点

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
発
⽣
動
向

※
重

症
か

ら
軽

～
中

等
症

に
な
っ
た
者

3
4
8
名

（
＋

4
1
名

）
（
８
月

2
6
日

と
の

比
較

）
※

日
本

国
籍

が
確

認
さ
れ

て
い
る
者

1
1
,6
8
7
名

（
＋

2
6
9
名

）
、

外
国

籍
が

確
認

さ
れ

て
い
る
者

5
4
2
名

（
＋

3
5
名

）
（
８
月

2
6
日

と
の

比
較

）
※

そ
の
他
は
、
長
崎
県
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
お
け
る
陽
性
者
数

注
：
厚

生
労

働
省

が
把

握
し
た
個

票
の

積
み

上
げ
に
基

づ
き
作

成
し
て
お
り
、
再

陽
性

者
に
つ
い
て
は

、
新

た
な
発

症
と
し
て
集

計
し
て
い
る
た
め
、
総

数
は

現
在

当
省
HP

で

公
表

さ
れ

て
い
る
各

自
治

体
が

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公

表
し
て
い
る
数

等
を
積

み
上

げ
た

陽
性
者
数
と
は
一
致
し
な
い
。

4
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次
の
波
に
備
え
た
対
応
に
つ
い
て

検
査
体
制

○
①

検
査

が
必

要
な

者
に

対
す

る
よ

り
迅

速
か

つ
ス

ム
ー

ズ
な

検
査

、
②

感
染

拡
⼤

を
防

⽌
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

に
広

く
検

査
の

観
点

か
ら

、
検
査
体
制
を
戦
略
的
に
強
化

。
○

①
検

査
能

⼒
の

増
強

②
検

査
の

ア
ク

セ
ス

向
上

③
地

域
の

感
染

状
況

を
踏

ま
え

た
幅

広
い

検
査

④
院

内
・

施
設

内
感

染
対

策
の

強
化

⑤
新

技
術

の
積

極
的

な
導

⼊
の
５
つ
の
戦
略
の
柱
を
⽴
て
、

対
策
に
取
り
組
む

。

⽔
際
対
策

〇
⼊

管
法

に
基

づ
く

⼊
国

拒
否

、
⼊

国
者

へ
の

ウ
イ

ル
ス

検
査

の
実

施
等

の
⽔
際
対
策
を
当
分
の

間
、
継
続
。

○
感
染
拡
⼤
防
⽌
と
両
⽴
す
る
形
で
の
国
際
的
な
⼈
の
往
来
の
部
分
的
・
段
階
的
再
開

に
向

け
て

、
⼊

国
時

の
検

査
能

⼒
・

体
制

を
拡

充
。

医
療
提
供
体
制

○
他
の
疾
患
等
に
か
か
る
医
療
の
確
保
と
の
両
⽴

を
念

頭
に

、
新

た
な

患
者

推
計

に
基

づ
く
感
染

拡
⼤
の
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
病
床
確
保

等
の

実
施

。
○

国
が

⽰
し

た
指

針
に

基
づ

き
、
都
道
府
県
が
病
床
確
保
計
画
を
策
定
し
、
同
計
画
に
基
づ
き
体

制
整
備

。
国

に
お

い
て
進
捗
管
理

を
実

施
中

。
○

マ
ス

ク
等

医
療

物
資

に
つ

い
て

第
２

次
補

正
予

算
等

を
活

⽤
し

必
要

量
確

保
に

取
り

組
む

。
○

第
２

次
補

正
予

算
等

を
活

⽤
し

て
医

療
機

関
に

対
す

る
経

営
⽀

援
に

取
り

組
む

。

保
健
所
機
能

○
こ

れ
ま

で
の

取
組

で
浮

き
彫

り
に

な
っ

た
課

題
（

⼈
材

の
確

保
・

育
成

、
患

者
情

報
や

感
染

状
況

の
的

確
な

把
握

な
ど

）
を

踏
ま

え
、
保
健
所
の
即
応
体
制
を
整
備

。
○

国
が

⽰
し

た
指

針
に

基
づ

き
、

都
道

府
県

が
管

内
の

保
健

所
設

置
市

等
と

連
携

し
て

計
画

を
策

定
し

、
７
⽉
末
に
は
即
応
体
制
を
構
築
・
保
持

。
業
務
に
必
要
と
な
る
専
⾨
性
等
を
踏
ま
え
た
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と

を
確

認
済

。
（

８
⽉

28
⽇

に
取

り
ま

と
め

公
表

）

ワ
ク
チ
ン

・
治
療
薬

〇
第

１
次

補
正

予
算

、
第

２
次

補
正

予
算

等
を

活
⽤

し
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
研
究
開
発
の
⽀

援
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
の
確
保

に
取

り
組

む
。

5
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新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

す
る

今
後

の
取

組

〇
４
月

に
緊

急
事

態
宣

言
を
発

し
、
感

染
状

況
は

改
善

し
た
が

、
社

会
経

済
活

動
全

般
に
大

き
な
影

響

〇
感

染
者

の
う
ち
、
８
割

の
者

は
他

の
人

に
感

染
さ
せ

て
い
な
い
。
ま
た
、
８
割

は
軽

症
又

は
無

症
状

の
ま
ま
治

癒
す
る
が

、
２
割

で
肺

炎
症

状
が

増
悪

。
一

方
、
若

年
層

で
は
重
症
化
割
合
が

低
く
、
65

歳
以

上
の

高
齢

者
や

基
礎

疾
患

を
有

す
る
者

で
重

症
化

リ
ス
ク
が

高
い
こ
と
が

判
明

〇
こ
れ

ま
で
得

ら
れ

た
新

た
な
知

見
等

を
踏

ま
え
れ

ば
、
ハ

イ
リ
ス
ク
の

「
場

」
や

リ
ス
ク
の

態
様

に
応

じ
た
メ
リ
ハ

リ
の

効
い
た
対

策
を
講

じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重

症
者

や
死

亡
者

を
で
き
る
限

り
抑

制
し
つ
つ
、
社

会
経

済
活

動
を
継

続
す
る
こ
と
が

可
能

○
こ
う
し
た
考

え
方

の
下

、
重

症
化

す
る
リ
ス
ク
が

高
い
高

齢
者

や
基

礎
疾

患
が

あ
る
者

へ
の

感
染

防
止

を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
医

療
資

源
を
重

症
者

に
重

点
化

。
ま
た
、

季
節

性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

の
流

行
期

に
備

え
、
検

査
体

制
、
医

療
提

供
体

制
を
確

保
・
拡

充
⇒

感
染

防
止

と
社

会
経

済
活

動
と
の

両
立

に
し
っ
か

り
と
道

筋
を
つ
け
る

２
．
検

査
体

制
の

抜
本

的
な
拡

充

・
季

節
性

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

流
行

期
に
対

応
し
た
地

域
の

医
療

機
関

で
の

簡
易

・
迅

速
な

検
査

体
制

構
築

。
抗

原
簡

易
キ
ッ
ト
を
大

幅
拡

充
（
20

万
件
／
日
程
度
）

・
感

染
拡

大
地

域
等

に
お
い
て
、
そ
の

期
間

、
医

療
機

関
や

高
齢

者
施

設
等

に
勤

務
す

る
者
全
員
を
対
象
と
す
る
一
斉
・
定
期
的
な
検
査
の
実
施

・
市

区
町

村
で
一

定
の

高
齢

者
等

の
希

望
に
よ
り
検

査
を
行

う
場

合
の

国
の

支
援

・
本

人
等

の
希

望
に
よ
る
検

査
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
環

境
整

備

３
．
医

療
提

供
体

制
の

確
保

・
患

者
の

病
床

・
宿

泊
療

養
施

設
の

確
保

の
た
め
の
10

月
以

降
の

予
算

確
保

・
患

者
を
受

け
入

れ
る
医

療
機

関
の

安
定

経
営

を
確

保
す
る
た
め
の

更
な
る
支

援

・
地

域
の

医
療

提
供

体
制

を
維

持
・
確

保
す
る
た
め
の

取
組

み
・
支

援
を
進

め
、
季

節
性

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

流
行

期
に
備

え
、
か

か
り
つ
け
医

等
に
相

談
・
受

診
で
き
る
体

制
の

整
備

・
病

床
が

ひ
っ
迫

し
た
都

道
府

県
に
対

す
る
他

都
道

府
県

や
自

衛
隊

の
支

援

４
．
治

療
薬

、
ワ
ク
チ
ン

・
治

療
薬

の
供

給
を
確

保
、
治

療
薬

の
研

究
開

発
に
対

す
る
支

援
・
全

国
民

に
提

供
で
き
る
数

量
の

ワ
ク
チ
ン
の

確
保

（
令

和
３
年

前
半

ま
で
）

・
身

近
な
地

域
で
の

接
種

体
制

や
健

康
被

害
救

済
措

置
の

確
保

等

・
健

康
被

害
の

賠
償

に
よ
る
製

造
販

売
業

者
等

の
損

失
を
国

が
補

償
で
き
る

法
的
措
置

５
．
保

健
所

体
制

の
整

備
・
自
治
体
間
の

保
健
師
等
の
応
援
派
遣
ス
キ
ー
ム
の
構
築

・
都

道
府

県
単

位
で
潜

在
保

健
師

等
を
登

録
す
る
人

材
バ

ン
ク
の

創
設

・
保
健
所
等
の

恒
常
的
な
人
員
体
制
強
化
に
向
け
た
財
政
措
置

６
．
感

染
症

危
機

管
理

体
制

の
整

備

・
国

立
感

染
症

研
究

所
及

び
国

立
国

際
医

療
研

究
セ
ン
タ
ー
の

連
携

に
よ
る
、

感
染

症
の

感
染

力
・
重

篤
性

等
を
迅

速
に
評

価
・
情

報
発

信
で
き
る
仕

組
み
の
整
備

・
実

地
疫

学
専

門
家

の
育

成
・
登

録
に
よ
る
感

染
症

危
機

管
理

時
に
国

の
要

請
で
迅
速

に
派
遣
で
き
る
仕
組
み
の
構
築

７
．
国

際
的

な
人

の
往

来
に
係

る
検

査
能

力
・
体

制
の

拡
充

・
入

国
時

の
検

査
に
つ
い
て
成

田
・
羽

田
・
関

西
空

港
に
お
け
る
1万

人
超
の

検
査

能
力

を
確

保
（
9月

）

1．
感

染
症

法
に
お
け
る
入

院
勧

告
等

の
権

限
の

運
用

の
見

直
し

・
軽

症
者

や
無

症
状

者
に
つ
い
て
宿

泊
療

養
（
適

切
な
者

は
自

宅
療

養
）
で
の

対
応

を
徹

底
し
、
医

療
資

源
を
重

症
者

に
重

点
化

。
感

染
症

法
に
お
け
る
権

限
の

運
用

に
つ
い
て
、

政
令
改
正
も
含
め
、
柔
軟
に
見
直
し

令
和
２
年
８
月
28

日
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
本
部

6
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米
国


入

国
時

等
に

P
C

R
検

査
は

求
め

ら
れ

な
い

。


旅
行

健
康

情
報

が
レ

ベ
ル

３
（
不

要
な

渡
航

延
期

勧
告

）
の

国
（
日

本
含

む
）
か

ら
の

入
国

者
に

は
、

自
宅

等
で

１
４

日
間

の
自

己
隔

離
を

要
請

。

主
要
国
・
地
域
の
防
疫
措
置
の
現
状
①

英
国


入

国
時

等
に

P
C

R
検

査
は

求
め

ら
れ

な
い

（
出

国
前

検
査

も
不

要
）
。


英

国
到

着
の

４
８

時
間

前
ま

で
に

、
滞

在
予

定
、

滞
在

場
所

、
連

絡
先

等
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

登
録

し
、

入
国

時
に

登
録

済
み

フ
ォ

ー
ム

を
要

提
示

。
滞

在
情

報
を

提
供

し
な

い
者

に
は

１
０

０
ポ

ン
ド

の
罰

金
が

科
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

、
非

英
国

籍
者

の
場

合
は

入
国

が
拒

否
さ

れ
る

可
能

性
も

あ
る

。
さ

ら
に

、
正

確
な

連
絡

先
を

知
ら

せ
な

か
っ

た
り

、
自

主
隔

離
場

所
を

移
る

場
合

に
連

絡
先

を
更

新
し

な
か

っ
た

り
し

た
場

合
は

、
最

高
３

，
２

０
０

ポ
ン

ド
の

罰
金

が
科

せ
ら

れ
る

（
金

額
は

イ
ン

グ
ラ

ン
ド

の
場

合
）
。


原

則
、

事
前

に
申

告
し

た
滞

在
場

所
に

お
い

て
１

４
日

間
の

自
己

隔
離

を
義

務
付

け
（
隔

離
費

用
は

私
費

負
担

。
医

療
従

事
者

、
ト

ラ
ン

ジ
ッ

ト
目

的
の

乗
継

客
等

を
除

く
）
。

自
己

隔
離

を
し

な
い

違
反

者
に

対
し

て
は

、
１

，
０

０
０

ポ
ン

ド
の

罰
金

が
科

せ
ら

れ
る

（
金

額
は

イ
ン

グ
ラ

ン
ド

の
場

合
）
。

た
だ

し
、

日
本

を
含

む
５

２
か

国
・
地

域
（
※

１
）
か

ら
、

イ
ン

グ
ラ

ン
ド

に
到

着
す

る
者

は
、

過
去

１
４

日
間

に
右

以
外

の
国

・
地

域
に

滞
在

し
て

い
な

い
場

合
に

は
、

１
４

日
間

の
自

己
隔

離
が

不
要

と
な

る
。

カ
ナ

ダ


例

外
的

に
入

国
す

る
全

渡
航

者
に

対
し

て
、

入
国

時
等

に
P

C
R

検
査

は
求

め
ら

れ
な

い
。


１

４
日

間
の

自
己

隔
離

を
義

務
付

け
（
隔

離
費

用
は

原
則

私
費

負
担

）
。

ま
た

、
入

国
者

が
信

頼
で

き
る

自
己

隔
離

計
画

を
示

さ
な

い
場

合
に

は
、

カ
ナ

ダ
公

衆
衛

生
庁

が
指

定
す

る
施

設
で

自
己

隔
離

を
行

う
必

要
が

あ
る

（
違

反
者

に
対

す
る

罰
則

有
り

）
。


そ

の
他

防
疫

措
置

と
し

て
、

①
カ

ナ
ダ

の
空

港
に

離
発

着
す

る
全

て
の

航
空

便
搭

乗
者

に
空

港
内

で
の

非
医

療
用

マ
ス

ク
着

用
の

義
務

化
、

②
入

国
後

の
自

己
隔

離
場

所
ま

で
の

移
動

時
の

マ
ス

ク
等

着
用

の
義

務
化

、
③

６
５

歳
以

上
の

高
齢

者
や

基
礎

疾
患

が
あ

る
者

等
と

の
接

触
禁

止
（
罰

則
有

り
）
等

が
講

じ
ら

れ
て

い
る

。

※
中

国
（
香

港
・
マ

カ
オ

以
外

）
、

イ
ラ

ン
、

欧
州

（
シ

ェ
ン

ゲ
ン

領
域

）
、

英
国

、
ア

イ
ル

ラ
ン

ド
、

ブ
ラ

ジ
ル

に
過

去
１

４
日

間
に

滞
在

歴
の

あ
る

外
国

人
の

入
国

を
拒

否
。

（
※

）
ア

ラ
ス

カ
州

、
北

マ
リ

ア
ナ

諸
島

、
グ

ア
ム

及
び

ハ
ワ

イ
州

で
は

、
州

（
島

）
外

か
ら

の
全

渡
航

者
に

対
し

て
、

１
４

日
間

の
自

己
隔

離
を

義
務

付
け

（
隔

離
費

用
は

私
費

負
担

）
。

他
方

、
一

定
の

条
件

（
到

着
前

の
「
陰

性
証

明
書

」
取

得
等

）
を

満
た

す
こ

と
で

隔
離

義
務

の
免

除
、

又
は

隔
離

期
間

の
短

縮
が

認
め

ら
れ

る
。

※
入

国
後

の
行

動
制

限
は

あ
る

が
、

外
国

人
の

入
国

そ
の

も
の

に
対

す
る

制
限

措
置

は
講

じ
て

い
な

い
。

※
米

国
を

除
く
各

国
か

ら
の

外
国

人
の

入
国

を
9
月

3
0
日

ま
で

原
則

禁
止

。
米

国
と

の
間

で
は

、
9
月

2
1
日

ま
で

不
要

不
急

の
移

動
を

制
限

。

（
※

１
）
日

本
、

香
港

、
台

湾
、

韓
国

、
独

、
伊

を
含

む
。

米
国

、
カ

ナ
ダ

、
中

国
、

仏
等

は
含

ま
れ

な
い

。

9⽉
4⽇

現
在

豪
州


出

国
前

検
査

は
要

し
な

い
。


全

入
国

者
に

対
し

て
、

入
国

後
１

４
日

間
の

自
己

隔
離

を
義

務
付

け
（
私

費
負

担
、

到
着

し
た

空
港

・
港

近
郊

の
指

定
さ

れ
た

施
設

（
自

宅
不

可
）
）
。

強
制

隔
離

期
間

の
開

始
後

４
８

時
間

以
内

と
１

０
～

１
２

日
目

に
P

C
R

検
査

を
要

受
診

（
計

２
回

）
（
原

則
と

し
て

、
公

費
負

担
）
。


濃

厚
接

触
追

跡
ア

プ
リ

の
導

入
が

推
奨

さ
れ

て
い

る
が

、
義

務
で

は
な

い
（
日

本
の

接
触

確
認

ア
プ

リ
（
C

O
C

O
A

）
同

様
に

B
lu

e
to

o
th

を
使

用
し

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
通

じ
て

他
者

と
の

接
触

を
記

録
す

る
も

の
。

位
置

情
報

は
記

録
さ

れ
な

い
。

）
。

※
豪

州
人

、
豪

州
永

住
者

及
び

そ
の

直
近

の
家

族
並

び
に

同
国

在
住

の
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
人

を
除

き
、

全
て

の
外

国
人

の
入

国
を

禁
止

（
個

別
事

情
に

基
づ

く
例

外
有

り
）
。

（
※

）
入

国
禁

止
措

置
の

適
用

除
外

を
申

請
す

る
際

に
過

去
1
4
日

間
の

滞
在

歴
の

申
告

や
豪

州
に

入
国

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
理

由
（
c
o
m

pe
lli

n
g 

o
r 

c
o
m

pa
ss

io
n
at

e
 r

e
as

o
n
）
を

示
す

資
料

等
の

提
出

が
必

要
。

1

資
料
３
－
２
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ド
イ
ツ


ド

イ
ツ

入
国

前
1
4
日

以
内

に
ロ

ベ
ル

ト
・
コ

ッ
ホ

研
究

所
が

公
表

す
る

リ
ス

ク
国

・
地

域
（
日

本
は

含
ま

れ
な

い
。

）
に

滞
在

歴
が

あ
る

場
合

、
1
4
日

間
の

隔
離

義
務

及
び

P
C

R
検

査
義

務
あ

り
（
検

査
費

用
は

無
料

）
。


ド

イ
ツ

入
国

前
4
8
時

間
以

内
に

ロ
ベ

ル
ト

・
コ

ッ
ホ

研
究

所
が

承
認

す
る

国
・
地

域
の

検
査

機
関

で
実

施
し

た
検

査
結

果
（
陰

性
証

明
）
を

提
示

で
き

る
場

合
、

入
国

後
の

検
査

義
務

は
免

除
。


な

お
、

検
査

の
結

果
陰

性
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
1
4
日

間
の

隔
離

措
置

が
免

除
さ

れ
る

か
否

か
等

、
具

体
的

な
措

置
は

各
州

に
よ

り
異

な
る

（
ベ

ル
リ

ン
州

及
び

多
く
の

州
に

お
い

て
は

、
陰

性
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
れ

ば
隔

離
措

置
は

免
除

）
。

可
能

な
限

り
１

０
月

１
日

か
ら

は
、

連
邦

全
体

と
し

て
、

入
国

後
４

日
間

は
必

ず
隔

離
義

務
に

服
し

、
５

日
目

以
降

の
検

査
に

よ
っ

て
隔

離
を

終
了

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
す

る
予

定
。


そ

の
他

、
リ

ス
ク

国
・
地

域
か

ら
の

入
国

・
帰

国
者

は
、

到
着

後
１

日
以

内
に

所
在

追
跡

票
を

管
轄

の
保

健
局

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

イ
タ
リ
ア


イ

タ
リ

ア
入

国
に

先
立

つ
１

４
日

間
に

、
ク

ロ
ア

チ
ア

、
ギ

リ
シ

ャ
、

マ
ル

タ
、

ス
ペ

イ
ン

に
滞

在
又

は
乗

り
換

え
を

行
っ

た
者

に
対

し
、

イ
タ

リ
ア

入
国

７
２

時
間

以
内

に
実

施
し

た
P

C
R

検
査

に
お

い
て

陰
性

を
証

明
す

る
こ

と
等

を
義

務
付

け
。

入
国

時
の

P
C

R
検

査
は

求
め

ら
れ

な
い

。


Ｅ
Ｕ

、
シ

ェ
ン

ゲ
ン

協
定

加
盟

国
、

英
国

、
ア

ン
ド

ラ
、

モ
ナ

コ
、

サ
ン

マ
リ

ノ
、

バ
チ

カ
ン

以
外

の
入

国
を

認
め

ら
れ

た
国

か
ら

入
国

す
る

者
に

は
、

引
き

続
き

、
入

国
後

１
４

日
間

の
自

己
隔

離
を

義
務

付
け

（
隔

離
費

用
は

私
費

負
担

）
。

た
だ

し
、

「
文

書
に

よ
り

証
明

さ
れ

る
業

務
上

の
理

由
」
が

あ
る

場
合

に
は

、
症

状
が

無
い

こ
と

等
を

条
件

に
、

自
己

隔
離

義
務

か
ら

免
除

。

※
非

Ｅ
Ｕ

市
民

、
非

Ｅ
Ｆ

Ｔ
Ａ

市
民

、
非

英
国

市
民

及
び

E
U

理
事

会
勧

告
を

踏
ま

え
た

7
か

国
（
タ

イ
、

豪
州

、
N

Z
、

ジ
ョ

ー
ジ

ア
、

チ
ュ

ニ
ジ

ア
、

カ
ナ

ダ
、

ウ
ル

グ
ア

イ
）
以

外
か

ら
の

外
国

人
の

入
国

は
原

則
不

可
。

※
Ｅ

Ｕ
、

シ
ェ

ン
ゲ

ン
協

定
加

盟
国

、
英

国
、

ア
ン

ド
ラ

、
モ

ナ
コ

、
サ

ン
マ

リ
ノ

、
バ

チ
カ

ン
及

び
E
U

理
事

会
勧

告
を

踏
ま

え
た

１
0
か

国
（
内

訳
は

仏
と

同
じ

）
以

外
の

国
・
地

域
へ

／
か

ら
の

移
動

及
び

当
該

国
・
地

域
に

直
近

１
４

日
間

滞
在

又
は

乗
り

換
え

を
し

た
者

の
伊

へ
の

入
国

及
び

乗
り

換
え

は
禁

止
。

主
要
国
・
地
域
の
防
疫
措
置
の
現
状
②

フ
ラ
ン
ス


入

国
時

に
P

C
R

検
査

は
求

め
ら

れ
な

い
。


E
U

・
シ

ェ
ン

ゲ
ン

協
定

加
盟

国
及

び
英

国
、

ア
ン

ド
ラ

、
モ

ナ
コ

、
サ

ン
マ

リ
ノ

、
バ

チ
カ

ン
並

び
に

E
U

理
事

会
勧

告
を

踏
ま

え
た

1
0
か

国
（
E
U

の
リ

ス
ト

か
ら

中
国

を
除

く
）
か

ら
の

入
国

者
に

は
、

入
国

後
１

４
日

間
の

自
己

隔
離

は
原

則
不

要
。


仏

人
や

仏
長

期
滞

在
者

に
つ

い
て

は
、

E
U

・
シ

ェ
ン

ゲ
ン

協
定

加
盟

国
及

び
英

国
、

ア
ン

ド
ラ

、
モ

ナ
コ

、
サ

ン
マ

リ
ノ

、
バ

チ
カ

ン
並

び
に

E
U

理
事

会
勧

告
を

踏
ま

え
た

1
0

か
国

（
E
U

の
リ

ス
ト

か
ら

中
国

を
除

く
）
以

外
の

国
か

ら
の

入
国

に
つ

い
て

も
次

の
条

件
を

ク
リ

ア
す

れ
ば

入
国

を
認

め
て

い
る

。
米

国
、

バ
ー

レ
ー

ン
、

ア
首

連
及

び
パ

ナ
マ

か
ら

の
１

１
歳

以
上

の
渡

航
者

は
、

搭
乗

前
７

２
時

間
以

内
に

発
行

さ
れ

た
P

C
R

検
査

の
陰

性
証

明
書

を
提

出
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
が

蔓
延

し
て

い
る

と
さ

れ
る

約
３

０
か

国
（
主

に
中

東
、

中
南

米
、

東
欧

の
国

）
か

ら
の

１
１

歳
以

上
の

渡
航

者
は

P
C

R
検

査
の

検
査

証
明

を
提

出
、

も
し

く
は

、
出

発
前

に
自

国
で

検
査

で
き

な
い

場
合

に
は

、
仏

空
港

到
着

後
に

P
C

R
検

査
を

受
検

。
そ

の
他

の
国

か
ら

の
渡

航
者

に
は

、
入

国
後

１
４

日
間

の
自

己
隔

離
及

び
入

国
時

の
自

己
申

告
書

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

症
状

が
な

い
旨

の
宣

誓
書

）
の

携
行

が
必

要
。

※
E
U

・
シ

ェ
ン

ゲ
ン

協
定

加
盟

国
及

び
英

国
、

ア
ン

ド
ラ

、
モ

ナ
コ

、
サ

ン
マ

リ
ノ

、
バ

チ
カ

ン
並

び
に

E
U

理
事

会
勧

告
を

踏
ま

え
た

1
0
か

国
（
E
U

の
リ

ス
ト

か
ら

中
国

を
除

く
）
以

外
か

ら
の

外
国

人
の

入
国

は
原

則
不

可
。

欧
州

連
合

（
E
U

）
は

、
７

月
１

日
以

降
の

Ｅ
Ｕ

及
び

シ
ェ

ン
ゲ

ン
域

外
か

ら
の

入
域

制
限

措
置

緩
和

の
対

象
と

な
る

第
三

国
の

リ
ス

ト
を

発
表

。
同

リ
ス

ト
は

、
７

月
１

６
日

、
３

０
日

及
び

８
月

７
日

に
更

新
さ

れ
、

現
在

は
１

１
か

国
（
※

）
が

対
象

（
７

月
１

日
時

点
で

は
１

５
か

国
が

対
象

）
。

な
お

、
国

境
管

理
は

加
盟

国
の

権
限

と
な

る
た

め
、

同
リ

ス
ト

は
法

的
拘

束
力

の
な

い
勧

告
で

あ
り

、
最

終
的

な
決

定
及

び
実

施
は

各
加

盟
国

に
委

ね
ら

れ
る

。
（
※

）
日

本
、

中
国

（
注

：
相

互
主

義
の

確
認

が
条

件
）
、

韓
国

、
タ

イ
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

、
ジ

ョ
ー

ジ
ア

、
チ

ュ
ニ

ジ
ア

、
ル

ワ
ン

ダ
、

カ
ナ

ダ
、

ウ
ル

グ
ア

イ

欧
州

連
合

2
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主
要
国
・
地
域
の
防
疫
措
置
の
現
状
③

中
国


航

空
機

搭
乗

前
５

日
以

内
に

発
行

さ
れ

た
Ｐ

Ｃ
Ｒ

検
査

の
陰

性
証

明
書

を
も

っ
て

中
国

の
在

外
公

館
に

健
康

状
況

声
明

書
の

発
出

を
申

請
す

る
必

要
（本

邦
発

フ
ラ

イ
ト

の
乗

客
に

は
未

だ
必

要
と

さ
れ

て
い

な
い

が
、

条
件

が
整

い
次

第
、

実
施

さ
れ

る
予

定
。

）


入
国

時
、

到
着

空
港

所
在

省
・
市

の
措

置
に

従
い

、
原

則
と

し
て

P
C

R
検

査
受

診
を

義
務

付
け

（
検

査
費

用
は

、
公

費
負

担
）
。

同
様

に
、

所
在

省
・
市

の
定

め
に

従
い

、
原

則
と

し
て

入
国

後
１

４
日

間
の

自
己

隔
離

の
義

務
付

け
（
隔

離
費

用
は

私
費

負
担

）
。


各

地
方

政
府

が
住

民
及

び
訪

問
者

に
対

し
て

「
通

行
証

」
と

し
て

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ア

プ
リ

の
取

得
を

要
請

。

韓
国


全

て
の

国
を

対
象

と
し

て
、

査
証

申
請

時
に

医
療

機
関

発
行

の
診

断
書

（
査

証
申

請
日

か
ら

４
８

時
間

以
内

に
医

療
機

関
で

検
査

を
受

け
発

行
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
係

る
症

状
の

有
無

が
記

載
さ

れ
て

い
る

も
の

）
を

提
出

す
る

必
要

あ
り

（
出

国
前

検
査

の
必

要
は

無
し

）
。

診
断

書
の

提
出

に
加

え
、

査
証

申
請

の
審

査
時

に
健

康
状

態
に

係
る

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

が
な

さ
れ

る
。


全

て
の

入
国

者
は

、
入

国
時

又
は

入
国

後
３

日
以

内
の

P
C

R
検

査
が

義
務

付
け

（
検

査
費

用
は

、
公

費
負

担
）
。


全

て
の

韓
国

人
・
外

国
人

を
対

象
に

１
４

日
間

の
自

己
隔

離
を

義
務

付
け

（
隔

離
費

用
は

私
費

負
担

）
。

韓
国

国
内

に
滞

在
で

き
る

場
所

が
な

い
場

合
や

自
宅

で
の

隔
離

が
困

難
な

場
合

、
指

定
の

施
設

で
の

隔
離

と
な

る
（
最

大
1
5
万

ウ
ォ

ン
／

日
）
。

な
お

、
韓

国
入

国
前

に
韓

国
大

使
館

等
で

「
隔

離
免

除
書

」
を

事
前

に
発

行
さ

れ
た

場
合

（
重

要
な

ビ
ジ

ネ
ス

上
の

目
的

、
学

術
上

の
目

的
、

そ
の

他
公

益
又

は
人

道
上

な
目

的
等

）
や

A
1
（
外

交
）
、

A
2
（
公

務
）
、

A
3
（
協

定
）
の

査
証

保
持

者
（
隔

離
免

除
書

は
不

要
）

は
、

隔
離

措
置

の
例

外
。

そ
の

際
、

空
港

で
診

断
検

査
を

実
施

し
て

か
ら

検
査

結
果

が
通

知
さ

れ
る

ま
で

、
臨

時
の

施
設

で
滞

在
（
１

泊
２

日
以

内
、

滞
在

費
用

は
無

料
）
。


本

人
所

有
の

携
帯

電
話

に
「
自

己
診

断
」
ア

プ
リ

の
イ

ン
ス

ト
ー

ル
を

義
務

付
け

。
入

国
後

１
４

日
間

、
症

状
の

有
無

を
入

力
し

た
り

、
保

健
当

局
か

ら
の

電
話

連
絡

を
受

け
る

必
要

等
が

あ
る

。

台
湾


入

境
に

あ
た

り
、

搭
乗

前
３

ワ
ー

キ
ン

グ
デ

ー
以

内
の

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
陰

性
証

明
の

取
得

が
必

要
。


入

境
後

１
４

日
間

の
自

己
隔

離
を

義
務

付
け

（
隔

離
費

用
は

私
費

負
担

）
。

他
方

、
６

月
２

２
日

か
ら

、
①

台
湾

滞
在

日
数

が
３

か
月

以
内

、
②

ビ
ジ

ネ
ス

目
的

、
③

感
染

リ
ス

ク
が

「
低

い
」
（
※

１
）
又

は
「
や

や
低

い
」
国

・
地

域
（
※

２
）
か

ら
の

渡
航

者
、

④
搭

乗
前

１
４

日
以

内
に

「
低

い
」
又

は
「
や

や
低

い
」
以

外
の

国
・
地

域
渡

航
歴

な
し

、
⑤

受
入

機
関

の
証

明
書

類
、

搭
乗

前
３

日
以

内
の

Ｐ
Ｃ

Ｒ
陰

性
証

明
、

訪
台

中
の

行
程

表
及

び
防

疫
計

画
書

を
提

出
、

⑥
台

湾
で

の
P

C
R

検
査

で
陰

性
を

確
認

す
る

こ
と

等
を

条
件

と
し

て
、

入
境

後
の

隔
離

期
間

を
短

縮
。


６

月
２

９
日

以
降

、
観

光
（
一

般
的

社
会

訪
問

（
※

３
）
を

含
む

）
を

目
的

と
す

る
入

境
を

除
き

、
外

国
人

の
入

境
制

限
が

段
階

的
に

緩
和

さ
れ

、
ビ

ジ
ネ

ス
目

的
、

親
族

訪
問

、
研

修
、

国
際

会
議

や
展

覧
会

へ
の

出
席

、
国

際
交

流
事

業
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
布

教
活

動
、

ワ
ー

キ
ン

グ
ホ

リ
デ

ー
、

青
少

年
交

流
、

就
学

又
は

求
職

等
の

目
的

で
あ

れ
ば

、
台

湾
の

在
外

事
務

所
に

必
要

書
類

を
提

出
し

、
審

査
を

経
て

「
特

別
入

境
許

可
」
を

取
得

す
れ

ば
、

入
境

が
可

能
（
入

境
後

は
1
4
日

間
の

自
己

隔
離

）

※
査

証
免

除
・
無

査
証

入
国

を
制

限
し

て
い

る
が

、
外

国
人

の
入

国
を

一
律

に
禁

止
は

し
て

い
な

い
。

※
査

証
免

除
・
無

査
証

入
国

を
制

限
し

て
い

る
が

、
外

国
人

の
入

国
を

一
律

に
禁

止
は

し
て

い
な

い
。

※
６

月
２

９
日

か
ら

、
一

定
の

条
件

を
満

た
せ

ば
、

在
外

事
務

所
の

審
査

を
経

て
「
特

別
入

境
許

可
」
を

取
得

の
上

、
入

境
可

能
。

（
※

１
）
感

染
リ

ス
ク

が
「
低

い
」
国

・
地

域
：

Ｎ
Ｚ

、
マ

カ
オ

、
パ

ラ
オ

、
フ

ィ
ジ

ー
、

ブ
ル

ネ
イ

、
タ

イ
、

モ
ン

ゴ
ル

、
ブ

ー
タ

ン
、

ラ
オ

ス
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
、

ス
リ

ラ
ン

カ
、

ナ
ウ

ル
，

東
テ

ィ
モ

ー
ル

、
モ

ー
リ

シ
ャ

ス
→

隔
離

期
間

５
日

間
（
※

２
）
感

染
リ

ス
ク

が
「
や

や
低

い
」
国

・
地

域
：

マ
レ

ー
シ

ア
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

、
ベ

ト
ナ

ム
、

ミ
ャ

ン
マ

ー
→

隔
離

期
間

７
日

間
（
※

３
）
友

人
訪

問
、

結
婚

式
参

加
、

ス
ポ

ー
ツ

試
合

観
戦

や
コ

ン
サ

ー
ト

鑑
賞

、
慶

祝
・
文

化
活

動
参

加
等

、
特

定
の

受
入

機
関

や
親

族
が

台
湾

に
な

い
訪

台
を

指
す

。
3
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主
要
国
・
地
域
の
防
疫
措
置
の
現
状
④

ロ
シ

ア


入

国
時

に
P

C
R

検
査

は
求

め
ら

れ
な

い
。


全

て
の

外
国

人
は

、
ロ

シ
ア

を
目

的
地

と
し

た
国

際
航

空
便

に
搭

乗
す

る
際

（
ト

ラ
ン

ジ
ッ

ト
を

含
む

）
、

又
は

国
境

を
通

過
す

る
際

、
渡

航
直

前
の

３
日

以
内

に
受

け
た

P
C

R
検

査
の

陰
性

証
明

書
を

所
持

す
る

こ
と

が
必

要
（
ロ

シ
ア

国
籍

者
に

対
し

て
は

、
帰

国
後

３
日

以
内

の
検

査
を

義
務

付
け

。
）
。


労

働
活

動
の

た
め

に
ロ

シ
ア

に
到

着
す

る
外

国
人

に
つ

い
て

は
、

１
４

日
間

の
自

己
隔

離
を

義
務

付
け

（
隔

離
費

用
は

私
費

負
担

）
。

ブ
ラ

ジ
ル

※
ロ

シ
ア

居
住

者
、

労
働

許
可

を
所

持
し

，
高

度
技

能
を

有
す

る
一

部
の

外
国

人
専

門
家

等
の

例
外

を
除

き
，

外
国

人
の

入
国

は
認

め
ら

れ
な

い
。

※
７

月
２

９
日

、
陸

路
及

び
海

路
に

よ
る

全
て

の
外

国
人

に
対

す
る

入
国

禁
止

措
置

を
３

０
日

間
延

長
。

な
お

、
空

路
で

入
国

す
る

こ
と

は
、

ブ
ラ

ジ
ル

の
法

律
に

基
づ

き
、

入
国

査
証

の
携

行
を

含
め

、
各

自
の

事
情

に
即

し
た

入
国

要
件

に
従

う
こ

と
を

条
件

と
し

て
、

こ
れ

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
い

。


出

国
前

検
査

及
び

出
入

国
時

に
P

C
R

検
査

は
求

め
ら

れ
な

い
。


ブ

ラ
ジ

リ
ア

な
ど

一
部

の
州

に
お

い
て

は
、

明
示

的
に

自
宅

等
で

１
４

日
間

の
自

己
隔

離
を

要
請

。


９
０

日
以

内
の

短
期

滞
在

の
た

め
に

訪
問

す
る

外
国

人
旅

客
は

、
搭

乗
前

に
、

航
空

会
社

に
対

し
、

ブ
ラ

ジ
ル

旅
行

中
の

全
期

間
を

カ
バ

ー
す

る
ブ

ラ
ジ

ル
国

内
で

有
効

な
保

険
（
最

低
３

万
レ

ア
ル

（
約

６
０

万
円

）
ま

で
医

療
費

を
カ

バ
ー

す
る

も
の

）
の

加
入

証
明

書
を

提
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

提
示

し
な

い
場

合
に

は
、

衛
生

当
局

の
指

示
に

基
づ

き
、

入
管

当
局

に
よ

り
、

入
国

が
禁

止
さ

れ
る

。


入
国

禁
止

措
置

の
有

効
期

間
中

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

や
リ

オ
デ

ジ
ャ

ネ
イ

ロ
等

の
主

要
都

市
以

外
の

空
港

を
到

着
地

と
す

る
国

際
便

を
一

時
的

に
禁

止
。

4
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国
際

的
な

人
の

往
来

再
開

に
向

け
た

段
階

的
措

置
（

抄
）
令
和
２
年
６
⽉
18
⽇

…
ビ

ジ
ネ

ス
上

必
要

な
人

材
等

の
出

入
国

に
つ

い
て

例
外

的
な

枠
を

設
置

。
現

行
の

水
際

措
置

を
維

持
し

た
上

で
、

追
加

的
な

防
疫

措
置

を
条

件
と

す
る

仕
組

み
を

試
行

。
各

国
・

地
域

と
協

議
・

調
整
の
上

、
準
備
が
整
い
次
第
、
順
次
実
施
。

１
．

対
象

国
・

地
域

、
対

象
者

（
１

）
感

染
状

況
が

落
ち

着
い

て
い

る
入

国
拒

否
対

象
地

域
を

対
象

国
と

し
て

協
議

・
調

整
を

開
始

（
当

面
、

ベ
ト

ナ
ム

、
タ

イ
、

豪
州

、
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
を

想
定

。
）

。
…

（
２

）
ビ

ジ
ネ

ス
上

必
要

な
人

材
等

（
経

営
・

管
理

、
技

術
者

、
技

能
実

習
・

特
定

技
能

な
ど

）

を
対
象
者
と
し
、
対
象
国
毎
に
調
整
。

２
．

追
加

的
な

防
疫

措
置

現
行
の

水
際
措
置
（
P
C
R
検
査
､
公
共
交
通
機
関
不
使
用
､
1
4
日
間
の
自
宅
等
待
機
）
に
加
え
、

（
１

）
入

国
前

の
P
C
R
検

査
証

明
や

入
国

後
1
4
日

間
の

位
置

情
報

の
保

存
等

の
追

加
的

な
防

疫
措

置
を
条
件
に
、
外
国
人
の
入
国
拒
否
対
象
地
域
か
ら
の
例
外
的
な
入
国
を
認
め
る
。

（
２

）
日

本
人

を
含

め
た

入
国

者
が

1
4
日

間
の

自
宅

等
待

機
期

間
中

の
ビ

ジ
ネ

ス
活

動
を

望
む

場
合

に
は

、
更

な
る

条
件

（
「

本
邦

活
動

計
画

書
」

（
注

）
の

提
出

等
）

の
下

で
、

行
動

制

限
を

緩
和

。

（
注

）
「

本
邦

活
動

計
画

書
」

に
は

、
滞

在
場

所
、

移
動

先
等

を
記

載

国
際

的
な

人
の

往
来

再
開

（
※

）
現

在
、

P
C
R
検

査
の

ほ
か

抗
原

定
量

検
査

も
認

め
ら

れ
て

い
る

。

資
料
３
－
３
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「
国

際
的

な
人

の
往

来
再

開
に

向
け

た
段

階
的

措
置

」
（

第
3
8
回

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染

症
対

策
本

部
(
令

和
２

年
６

月
1
8
日

)
）

に
関

し
、

現
行

の
水

際
措

置
（

注
２

）
を

維
持

し
た

上
で

、

追
加
的
な
防
疫
措
置

（
注

３
）
を
条
件
と
す
る
仕
組
み
を
以
下
の
と
お
り
追
加
的
に
試
行
。

（
１

）
感

染
状

況
が

落
ち

着
い

て
い

る
以

下
の

国
・

地
域

と
協

議
・

調
整

を
開

始
。

感
染

状
況

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
準
備
が
整
い
次
第
、
順
次
実
施
。

カ
ン

ボ
ジ

ア
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

、
韓

国
、

中
国

、
香

港
、

マ
カ

オ
、

ブ
ル

ネ
イ

、

マ
レ

ー
シ

ア
、

ミ
ャ

ン
マ

ー
、

モ
ン

ゴ
ル

、
ラ

オ
ス

、
台

湾

（
注
２
）
P
C
R
検
査
（
入
国
拒

否
対
象
地
域
か
ら
の
入
国
者
）
､
公
共
交
通
機
関
不
使
用
､
1
4
日
間
の
自
宅
等
待
機

（
注
３
）
入
国
前
の
検
査
証
明

、
入
国
後
1
4
日
間
の
位
置
情
報
の
保
存
等
（
1
4
日
間
の
自
宅
等
待
機
期
間
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
望
む
場
合

に
は
、
さ
ら
に
「
本
邦

活
動
計
画
書
」
（
滞
在
場
所
、
移
動
先
等
を
記
載
）
の
提
出
等
）

国
際

的
な

人
の

往
来

の
再

開
等

（
抄

）
令
和
２
年
７
⽉
22
⽇

（
※

）
現

在
、

P
C
R
検

査
の

ほ
か

抗
原

定
量

検
査

も
認

め
ら

れ
て

い
る

。 2
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ビ
ジ

ネ
ス

ト
ラ

ッ
ク

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

日 本

出
国

前


在

京
大

使
館

に
て

査
証

等
申

請


相
手

国
活

動
計

画
書

の
提

出


1
4
日

間
の

健
康

モ
ニ

タ
リ

ン
グ


検

査
証

明
の

取
得

Ｘ 国

入
国

時


空

港
で

の
検

査 入
国

後


1
4
日

間
は

活
動

計
画

書
に

基
づ

き
滞

在
先

と
用

務
先

の
往

復
等

に
限

定

帰
国

前


1
4
日

間
の

健
康

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

日 本

帰
国

時


空

港
で

の
検

査


質
問

票
（

健
康

状
態

等
）

の
提

出


誓
約

書
・

本
邦

活
動

計
画

書
の

提
出


接

触
確

認
ア

プ
リ

の
導

入
等

帰
国

後


1
4
日

間
の

公
共

交
通

機
関

不
使

用


本
邦

活
動

計
画

書
に

基
づ

き
、

1
4
日

間
は

自
宅

と
勤

務
先

の
往

復
等

に
限

定


1
4
日

間
の

健
康

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ


1
4
日

間
の

位
置

情
報

の
保

存

相 ⼿ 国 ・ 地 域 に よ り 異 な る

（
例

）

（
例

）

（
例

）

日
本

人
ビ

ジ
ネ

ス
ト

ラ
ッ

ク

Ｘ 国

出
国

前


我

が
国

在
外

公
館

に
て

査
証

等
申

請
（

誓
約

書
・

本
邦

活
動

計
画

書
の

提
示

を
含

む
。

）


1
4
日

間
の

健
康

モ
ニ

タ
リ

ン
グ


検

査
証

明
の

取
得

日 本

入
国

時


空

港
で

の
検

査


質
問

票
（

健
康

状
態

等
）

の
提

出


誓
約

書
・

本
邦

活
動

計
画

書
の

提
出


検

査
証

明
の

提
出


接

触
確

認
ア

プ
リ

の
導

入
等

入
国

後


1
4
日

間
の

公
共

交
通

機
関

不
使

用


本
邦

活
動

計
画

書
に

基
づ

き
、

1
4
日

間
は

滞
在

先
と

用
務

先
の

往
復

等
に

限
定


1
4
日

間
の

健
康

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ


1
4
日

間
の

位
置

情
報

の
保

存

外
国

人
ビ

ジ
ネ

ス
ト

ラ
ッ

ク

Ｘ 国
帰

国
時


相

手
国

に
お

け
る

防
疫

措
置

3
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感
染
状
況
の
段
階
に
応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
制
限
の
⽬
安

〇
「

新
し

い
⽣

活
様

式
」
に
基
づ
く
⾏
動
。
⼿
指
消
毒
や
マ
ス
ク
着
⽤
、
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
者
は
外
出
等
を
避
け
る

な
ど
、

基
本

的
な

感
染

防
⽌

策
の
徹
底
・
継
続
。
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
や
出
演
者
は
「

業
種

別
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
等
に

基
づ
く
⾏
動
、
参
加
者
の
連
絡
先
把
握
、
接
触
確
認
ア
プ
リ
の
周
知
、
イ
ベ
ン
ト
前
後
の
感
染
対
策
（
⾏
動
管
理
含

む
）
の
呼
び
か
け
。

〇
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

制
限
に
つ
い
て
は
、

当
⾯

９
⽉

末
ま

で
、

現
在

の
収

容
率

要
件

及
び

⼈
数

上
限

を
維

持
す

る
こ
と

と
し
、
そ
の
間
に
お
い
て
も
収
束
傾
向
が
⾒
ら
れ
た
場
合
に
は
⽬
安
の
あ
り
⽅
を
検
討
。

〇
各

都
道

府
県

に
お

い
て

は
、
引
き
続
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
地
域
の
感
染
状
況
の

段
階
に
応
じ
て
、
個
別
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て

適
切

に
判

断
。

(注
) 収

容
率

と
⼈

数
上

限
で

ど
ち

ら
か

⼩
さ

い
⽅

を
限

度
（

両
⽅

の
条

件
を

満
た

す
必

要
）

。

時
期

収
容

率
⼈

数
上

限

５
⽉

２
５

⽇
〜

屋
内

50
％
以
内

10
0⼈

屋
外

⼗
分
な
間
隔

＊
で
き
れ
ば
２
ｍ

20
0⼈

６
⽉

１
９

⽇
〜

屋
内

50
％
以
内

10
00
⼈

屋
外

⼗
分
な
間
隔

＊
で
き
れ
ば
２
ｍ

10
00
⼈

７
⽉

１
０

⽇
〜

屋
内

50
％
以
内

50
00
⼈

屋
外

⼗
分
な
間
隔

＊
で
き
れ
ば
２
ｍ

50
00
⼈

感
染
状
況
を
⾒
つ
つ
、

当
⾯

９
⽉

末
ま

で
維

持
屋
内

50
％

以
内

50
00

⼈

屋
外

⼗
分

な
間

隔
＊

で
き

れ
ば

２
ｍ

50
00

⼈

1

資
料
３
－
４
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海
外

に
お

け
る

イ
ベ

ン
ト

開
催

制
限

の
段

階
的

緩
和

国
概
要

ド
イ
ツ

〇
連
邦
政
府
と
州
政
府
の
合
意
と
し
て
、
接
触
者
の
追
跡
や
衛
生
規
則
が
遵
守
で
き
な
い
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
は
1
0
月
末
ま
で

開
催
し
な
い
。

〇
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
は
屋
内
の
1
,
0
0
0
人
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト
及
び
屋
外
の
5
,
0
0
0
人
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト
は
1
0
/
2
4
ま
で
禁
止
。

ス
ペ
イ
ン

〇
屋
外
の
1
,
0
0
0
人
以
上
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
8
/
3
1
ま
で
禁
止
。
屋
外
の
1
,
0
0
0
人
以
下
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
段
階
的
に
緩
和
。

○
屋
内
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
5
/
2
6
か
ら
収
容
率
3
0
%
以
下
。

〇
8
/
1
4
以
降
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
場
合
に
は
、
州
の
保
健
当
局
が
リ
ス
ク
を
評
価
し
た
う
え
で
開
催
の
可
否
を
決
定
。

ス
イ
ス

〇
6
/
2
2
か
ら
屋
内
・
屋
外
の
1
,
0
0
0
人
以
下
の
イ
ベ
ン
ト
が
可
。
た
だ
し
、
区
分
け
等
に
よ
り
接
触
最
大
人
数
を
3
0
0
人
以
下
と
す
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
等
で
は
１
席
空
け
る
。

〇
1
,
0
0
0
人
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト
は
9
/
3
0
ま
で
禁
止
。

フ
ラ
ン
ス

〇
6
/
2
か
ら
5
,
0
0
0
人
以
下
の
屋
外
の
イ
ベ
ン
ト
が
可
。
7
/
1
1
か
ら
5
,
0
0
0
人
以
下
の
屋
内
イ
ベ
ン
ト
が
可
。
（
5
,
0
0
0
人
を
超
え
る
屋
内
・

屋
外
イ
ベ
ン
ト
は
1
0
月
末
ま
で
不
可
。
）

英
国

〇
6
/
1
か
ら
無
観
客
で
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
・
国
内
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
可
。
1
0
/
1
か
ら
観
客
を
入
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。

〇
7
/
1
1
か
ら
屋
外
で
の
社
会
的
距
離
（
1
m
以
上
）
を
確
保
し
た
上
、
観
客
を
入
れ
た
オ
ペ
ラ
、
ダ
ン
ス
、
演
劇
、
コ
ン
サ
ー
ト

等
が
可
。

〇
8
/
1
5
か
ら
屋
内
で
の
演
劇
や
コ
ン
サ
ー
ト
等
が
可
。
社
会
的
距
離
を
維
持
で
き
る
範
囲
で
の
観
客
数
に
制
限
。

韓
国

〇
プ
ロ
野
球
は
(
7
/
2
6
か
ら
観
客
を
許
可
し
て
い
た
が
）
8
/
1
6
か
ら
再
び
無
観
客
。

台
湾

〇
プ
ロ
野
球
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
5
/
1
5
か
ら
2
,
0
0
0
人
以
下
、
6/
7
か
ら
収
容
率
4
0
%
以
下
。

豪
州

〇
6
/
1
2
か
ら
屋
内
で
は
4
㎡
に
1
人
、
屋
外
で
は
収
容
率
2
5
%以

下
（
4
0
,
0
0
0
人
以
下
の
会
場
）
ま
た
は

1
0
,
0
0
0
人
以
下
（
4
0
,
0
0
0
人

以
上
の
会

場
）

。
〇

シ
ド

ニ
ー

で
は

、
7
/
1
か

ら
屋

内
の

人
数

制
限

を
廃

止
（

4
㎡

に
1
人

の
規

制
の

み
）

。
屋

外
で

は
、

7
/
1
6
以
降
、
屋
外
で
の
2
0
人
を
超
え
る
集
会

は
不
可
。
企
業
イ
ベ
ン
ト
は
4
㎡
に
1
人
ま
た
は
最
大
1
5
0
人
の
ど
ち
ら
か
少
な
い
方
。
た
だ
し
、
音
楽
祭
や
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
は
引
き
続
き
禁
止
。

20
20
年
8⽉

28
⽇
現
在 2
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世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
⼤
会
の
⽔
際
措
置
に
つ
い
て
（
⽶
国
）

〇
開

催
期

間
︓

20
20

年
８

⽉
31

⽇
〜

９
⽉

13
⽇

※
無

観
客

開
催

〇
会

場
︓

ニュ
ー

ヨー
ク州

US
TA

ビリ
ー

・ジ
ー

ン・
キ

ング
・ナ

シ
ョナ

ル
・テ

ニス
・セ

ンタ
ー

〇
⼊

国
⼿

続
き

・男
⼦

プロ
テニ

ス協
会

及
び

⼥
⼦

テニ
ス協

会
は

国
⼟

安
全

保
障

省
に出

場
選

⼿
等

の
リス

トを
提

出
す

ると
とも

に、
⼊

国
⼿

続
き円

滑
化

の
ため

の
招

待
状

を選
⼿

等
に提

供
。

・リ
ス

トに
記

載
の

あ
る

選
⼿

・ス
タッ

フは
⼊

国
拒

否
を

免
除

。
〇

会
場

到
着

後
・宿

泊
施

設
到

着
後

、⽤
意

され
た

検
査

室
で

PC
R検

査
を

実
施

。※
併

せ
て

抗
体

検
査

の
受

検
も

推
奨

（
必

須
で

は
な

い
）

。
・１

回
⽬

の
検

査
結

果
が

で
る

ま
で

⾃
室

で
待

機
（

結
果

は
24

時
間

以
内

に
判

明
）

。
・陽

性
とな

った
場

合
は

直
ち

に
隔

離
され

、競
技

が
開

始
して

い
た

場
合

は
棄

権
とな

る
。

・陰
性

結
果

が
出

た
選

⼿
に

クレ
デ

ンシ
ャル

（
証

明
書

）
が

発
⾏

され
、試

合
会

場
と滞

在
先

との
往

来
可

。
・１

回
⽬

の
検

査
か

ら4
8時

間
後

に
２

回
⽬

の
PC

R検
査

を
実

施
。

・３
回

⽬
以

降
の

PC
R検

査
は

４
⽇

ご
と。

た
だ

し、
抗

体
検

査
で

陽
性

の
場

合
は

７
⽇

ご
と。

・無
許

可
で

指
定

され
た

範
囲

外
に

出
た

場
合

は
、⼤

会
か

らの
除

外
及

び
罰

⾦
に

よ
る

罰
則

あ
り。

全
⽶
オ
ー
プ
ン
（
テ
ニ
ス
）

［
⼀

般
的

な
措

置
］

〇
⼊

国
時

等
に

PC
R検

査
は

求
め

られ
な

い
。

〇
旅

⾏
健

康
情

報
が

レ
ベ

ル
３

(不
要

な
渡

航
延

期
勧

告
）

の
国

(⽇
本

含
む

）
か

らの
⼊

国
者

に
は

、⾃
宅

等
で

14
⽇

間
の

⾃
⼰

隔
離

を
要

請
。

［
ア

ス
リー

トへ
の

特
別

措
置

］
※

国
⼟

安
全

保
障

省
HP

よ
り

〇
⼊

国
拒

否
対

象
国

で
あ

って
も

、「
特

定
リー

グ
」が

主
催

す
る

プロ
ス

ポ
ー

ツイ
ベ

ント
に

出
場

す
る

外
国

籍
選

⼿
（

必
要

不
可

⽋
な

ス
タッ

フ、
その

扶
養

家
族

を含
む

）
に

つ
い

て
は

、⼊
国

拒
否

を
免

除
。

※
特

定
リー

グ
︓

メジ
ャー

リー
グ

（
野

球
）

、N
BA

（
バ

ス
ケ

ット
ボ

ー
ル

）
、テ

ニス
ツア

ー
（

男
⼥

）
、ゴ

ル
フツ

ア
ー

（
男

⼥
）

な
ど

⽶
国

20
20
年
９
⽉
４
⽇
時
点 １

資
料
３
－
５
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英
国

世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
⼤
会
の
⽔
際
措
置
に
つ
い
て
（
英
国
）

［
⼀

般
的

な
措

置
] 

〇
⼊

国
時

等
に

PC
R検

査
は

求
め

られ
な

い
（

出
国

前
検

査
も

不
要

）
。

〇
海

外
か

らの
⼊

国
者

は
14

⽇
間

の
⾃

⼰
隔

離
を義

務
付

け
・英

国
到

着
の

48
時

間
前

に
滞

在
先

・連
絡

先
等

を
オ

ンラ
イン

で
登

録
し、

⼊
国

時
に

登
録

済
み

フォ
ー

ム
を

要
提

⽰
。

・⽇
本

、韓
国

、ド
イツ

な
ど5

2か
国

・地
域

か
ら到

着
す

る者
は

、1
4⽇

間
の

⾃
⼰

隔
離

不
要

。※
過

去
14

⽇
間

に免
除

対
象

国
以

外
の

国
・地

域
に滞

在
して

い
た場

合
を除

く。

［
ア

ス
リー

トへ
の

特
別

措
置

］
※

デ
ジ

タル
・⽂

化
・メ

デ
ィア

・ス
ポ

ー
ツ省

HP
よ

り
〇

隔
離

免
除

対
象

国
以

外
の

国
で

も
、「

特
定

の
ス

ポ
ー

ツイ
ベ

ント
」に

参
加

す
る

選
⼿

、ス
タッ

フ、
関

係
者

、メ
デ

ィア
等

は
下

記
の

条
件

に
よ

り隔
離

免
除

。
・英

国
到

着
前

に
詳

細
な

⾏
動

計
画

や
⼤

会
参

加
の

根
拠

書
類

の
提

出
。

・⼊
国

後
は

⼤
会

会
場

や
宿

泊
施

設
、ト

レ
ー

ニン
グ

施
設

等
の

移
動

に
制

限
。

※
特

定
の

ス
ポ

ー
ツイ

ベ
ント

F1
、全

英
オ

ー
プ

ン（
ゴ

ル
フ）

、ロ
ンド

ンマ
ラソ

ン、
チ

ャン
ピオ

ンズ
リー

グ
（

サ
ッカ

ー
）

、A
TP

ツア
ー

（
テ

ニス
）

、ス
ー

パ
ー

リー
グ

（
ラグ

ビー
）

、等

20
20
年
９
⽉
４
⽇
時
点

〇
開

催
期

間
︓

20
20

年
８

⽉
20

⽇
〜

23
⽇

※
無

観
客

開
催

〇
会

場
︓

ス
コッ

トラ
ンド

ロイ
ヤ

ル
トゥ

ル
ー

ンＧ
Ｃ

〇
会

場
到

着
後

・い
ず

れ
の

国
か

ら⼊
国

す
る

選
⼿

、キ
ャデ

ィ、
ス

タッ
フ（

※
）

も
全

員
オ

フィ
シ

ャル
ホ

テ
ル

で
の

宿
泊

を
義

務
付

け
。

・原
則

、ホ
テ

ル
と⼤

会
会

場
の

み
の

移
動

。
・空

港
、ホ

テ
ル

、⼤
会

会
場

の
移

動
は

レ
ンタ

カー
を

使
⽤

し、
個

⼈
移

動
。

※
英

国
で

は
⼀

部
の

隔
離

免
除

対
象

国
（

⽇
本

含
む

）
を

除
き、

⼊
国

後
14

⽇
間

の
⾃

⼰
隔

離
を

義
務

付
け

て
い

る
が

、ア
ス

リー
トへ

の
特

別
措

置
に

基
づ

き
、同

⼤
会

は
上

記
の

対
応

を
実

施
。

全
英
⼥
⼦
オ
ー
プ
ン
（
ゴ
ル
フ）

２

24



国
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状

20
20
年
８
⽉
27
⽇
時
点

競
技
団
体
名

再
開
⽇

観
客
の
有
無
・上
限

選
⼿
等
を
対
象
に
した
検
査

Jリ
ー
グ

（
サ
ッカ
ー
）

【J
1】 20

20
年

７
⽉

4⽇
【J

2、
J3

】
20

20
年

６
⽉

27
⽇

【有
】

上
限

5,
00

0⼈
ま

た
は

会
場

収
容

⼈
数

の
50

％
の

うち
少

な
い

⽅
（

無
観

客
試

合
で

再
開

。
7⽉

10
⽇

よ
り有

観
客

試
合

）

・再
開

に
向

け
た

事
前

の
PC

R検
査

を
実

施
・再

開
後

は
、2

週
間

に
1回

PC
R検

査
を

実
施

プ
ロ
野
球

20
20

年
6⽉

19
⽇

【有
】

上
限

5,
00

0⼈
ま

た
は

会
場

収
容

⼈
数

の
50

％
の

うち
少

な
い

⽅
（

無
観

客
試

合
で

開
幕

。
7⽉

10
⽇

よ
り有

観
客

試
合

）

・開
幕

に
向

け
た

事
前

の
PC

R検
査

を
実

施
・開

幕
後

は
⽉

に
1回

PC
R検

査
を

実
施

⼤
相
撲

【7
⽉

場
所

】
20

20
年

７
⽉

19
⽇

（
〜

８
⽉

２
⽇

）
【有

】
約

2,
50

0⼈
で

実
施

（
会

場
収

容
⼈

数
の

25
％

程
度

）
・⼒

⼠
や

親
⽅

ら協
会

員
を

対
象

に
抗

体
検

査
を

実
施

プ
ロ
ゴ
ル
フ

【⼥
⼦

】
20

20
年

6⽉
25

⽇
（

〜
28

⽇
）

（
ア

ー
ス

・モ
ンダ

ミン
カッ

プ
）

【男
⼦

】
20

20
年

9⽉
3⽇

（
〜

6⽇
）

（
フジ

サ
ンケ

イク
ラシ

ック
）

【無
観

客
】

【⼥
⼦

】
・選

⼿
・キ

ャデ
ィ・

ス
タッ

フ等
を

対
象

に
PC

R検
査

を
実

施

【男
⼦

】
・選

⼿
・キ

ャデ
ィ・

ス
タッ

フ等
を

対
象

に
PC

R検
査

を
実

施
予

定

Bリ
ー
グ

（
バ
ス
ケ
ット

ボ
ー
ル
）

20
20

年
10

⽉
2⽇

【有
】

上
限

5,
00

0⼈
ま

た
は

会
場

収
容

⼈
数

の
50

％
の

うち
少

な
い

⽅

・1
0⽉

の
開

幕
前

か
ら、

2週
間

に
1回

程
度

、
選

⼿
、ス

タッ
フ等

を
対

象
に

PC
R検

査
を

実
施

して
い

く予
定

３
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今後の進め方について（案） 

 

１． 基本的考え方 

来年の東京大会の開催にあたり、実効的な新型コロナウイルス感

染症対策の検討・提示を行う。 

国内外の感染状況やスポーツ大会の開催状況、感染対策等を踏ま

えつつ、アスリート等にとって安全・安心な大会運営の実現を図る。 

 

２． 検討の進め方 

アスリート、大会関係者、そして観客という３つのカテゴリーの順に、

ジャーニー（行程）の場面（入国、輸送、会場等）ごとに、下記の課題

等について検討する。 

・ 諸外国の国際競技大会の往来等を踏まえた出入国に係る措置 

・ 適切な検査等の実施、会場等における徹底した感染対策 

・ アスリートとの接触の有無、状況等を踏まえた対応 

・ 医療体制の確保等 

 

 ３．今後の予定 

第１回 状況の確認、東京大会における対策の枠組み 

第２回 アスリート等の入国管理、輸送等 

第３回 選手村、競技会場等における感染対策等 

第４回 大会関係者の感染対策、関係自治体における対応等 

第５回 観客の感染対策、状況の再確認等 

… 

年内を目途に、中間整理を予定。 

資料４ 
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東京オリンピック・パラリンピック競技大会における 

新型コロナウイルス感染症対策調整会議の開催について 

               

令 和 ２ 年 ９ 月 ３ 日  

2020 年東京オリンピック・パラリンピック 

競技大会関係府省庁連絡会議議長決定 

  

      

１．東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催における新型コロナウイルス

感染症対策について総合的に検討、調整するため、2020年東京オリンピック・パラ

リンピック競技大会関係府省庁連絡会議の下に、東京オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会における新型コロナウイルス感染症対策調整会議（以下「調整会議」と

いう。）を開催する。 

 

２．調整会議の構成は、次のとおりとする。ただし、議長は、必要があると認めると

きは、関係者の出席を求めることができる。 

 

議 長 内閣官房副長官（事務） 

議長代行 内閣官房副長官補（内政担当） 

副議長 東京都副知事 

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会     

事務総長 

     内閣官房東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会 

推進本部事務局長 

内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室長 

構成員 内閣官房内閣審議官（国家安全保障局） 

内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付） 

内閣官房東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会 

推進本部事務局総括調整統括官 

内閣官房内閣審議官（新型コロナウイルス感染症対策推進室） 

出入国在留管理庁次長 

外務省東京オリンピック・パラリンピック要人接遇事務局長 

スポーツ庁次長 

厚生労働省健康局長 

経済産業省大臣官房総括審議官 

東京都総務局長 

東京都オリンピック・パラリンピック準備局長 

東京都福祉保健局長 

東京都福祉保健局健康危機管理担当局長 

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

ゲームズ・デリバリー・オフィサー 

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

参考資料
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チーフ・ファイナンシャル・オフィサー 

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

大会運営局長 

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

警備局長 

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

輸送局長 

公益財団法人日本オリンピック委員会専務理事 

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会日本パラリンピック委員会

委員長 

アドバイザー  岡部 信彦  川崎市健康安全研究所長 

齋藤 智也  国立保健医療科学院健康危機管理研究部長 

 

３．調整会議の庶務は、東京都及び公益財団法人東京オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会組織委員会の協力を得て、内閣官房において処理する。 

 

４．前各項に定めるもののほか、調整会議の運営に関する事項その他必要な事項

は、議長が定める。  
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